
 

 

CFI ニュースレター C2023-12 「ひとつのしるし」 

[今⽉の聖書] 

「それ故、主は、⾃らひとつのしるしをあなた⽅に与えられる。⾒よ､おとめがみごもって男の

⼦を産む。その名は、インマヌエルととなえられる。」(イザヤ 7︓14) 

「インマヌエルよ、その広げた翼はあまねく、あなたの国に満ちわたる」(イザヤ 8: 8) 

「ひとりのみどりごが我々のために⽣まれた。ひとりの男の⼦が我々に与えられた。まつり事はその⽅にあり、その名は霊

妙なる議⼠、⼤能の神、とこしえの⽗、平和の君ととなえられる。万軍の主の熱⼼が、これをなされるのである。」 

(イザヤ 9: 6.7) 

主の使いが夢に現れていった、「ダビデの⼦ヨセフよ、⼼配しないでマリヤを妻として迎えるが良い。その胎内に宿ってい

るものは聖霊によるのである。彼⼥は男の⼦を産むであろう。その名をイエスと名づけなさい。彼はおのれの⺠を、そのも

ろもろの罪から救う者となるからである」。すべてこれらのことが起こったのは、主が預⾔者によって⾔われたことの成就

するためである。すなわち、「⾒よ､おとめがみごもって、男の⼦を産むであろう。その名はインマヌエルと呼ばれるであろ

う。」  これは「神我らとと共にいます」という意味である。（マタイ 1︓20-23) 

 

メリークリスマス︕  2023 年クリスマスのお喜びを申し上げます。今⽇､現在の世界の情勢は、「おめでとうございま

す」と⾔えるような状況では無いかもしれません。しかし聖書の歴史を⾒ると、今⽇のテーマである「ひとつのしるし」と

いう希望が⽰された時代(BC 700 年頃)も､それから約 700 年後にキリストが誕⽣した時代も(約 2000 年前)､今以上に混

沌とした時代であったのです。そこには超⼤国による圧⼒がありました。植⺠地⽀配など⼈権が尊重されない時代でした。

また暴虐な君主によって、幼な⼦たちが虐殺された時代でもありました。国の為政者たちは刹那的な政治を⾏って、⾃信を

失っていました。宗教家たちは神の栄光と清さを求めるような信仰の⼒を失って世俗化していました。⺠衆は、今⽣きるた

めの⽣活に追われ、⼈間の尊厳であるビジョンも愛も信仰も失っていました。神との交わりを失った時代は、いつも⼈々に

とっては「闇の時代」でした。救い主キリストの到来は、⼤いなる光であり、⼤いなる希望です。「暗闇の中に歩んでいた

⺠は、⼤いなる光を⾒た。暗⿊の地に住んでいた⼈々の上に光が照った。」(イザヤ 9: 2) 現実社会の暗闇に対して、神の

御⼿が介⼊してくださるからです。 

旧約聖書は 1 つの⺠族について語り、新約聖書は 1 ⼈の⼈について語っていると⾔われます。それはイスラエル⺠族の

中から⽣まれ、全世界の全ての⼈を救うためにこられたイエス・キリストを指しています。ベツレヘムの飼い葉桶の中に産

まれ､ゴルゴタの丘の上で⼗字架にかけられ、復活して天に帰り、近い将来、再び再臨されるお⽅、イエス・キリストのう

ちに唯⼀の希望があります。それは⾔葉を変えて⾔えば、救いを求める⼈類の叫びに、神が答えを⽤意していてくださると

いうことなのです。クリスマスとは、願いの答えが既に準備されているというメッセージです。ですから、全世界の⼈々と

ともに叫びます「メリークリスマス︕」と。この唯⼀の希望の光があなたためにも準備されていることを確信して、祝福を

お祈り致します。⼩⽥彰 

 

(お知らせ) 

＊9 ⽉ 18 ⽇(⽉)⼤阪クリスチャンセンターにおける「喜びの歌を共に⼤阪集会」の特別編集版､CD 2000 円､ＤVＤ4000

円。編集に⼤変時間がかかり、ただいま発⾏準備をしておりますので、今しばらくお待ち下さい。 

＊ライトハウスにおける 2024 年 元⽇礼拝はありません。新年礼拝は 1 ⽉ 7 ⽇からとなります。 
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